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東京都は改修を計画していた旧こどもの城㊧について未改修案を示した
東京都は25日、都が改修を計画している旧国立児童館「こどもの城」（東京・渋谷）について、未改修のまま建て替えると、今後60年間で最大147億円のコストを圧縮できるとの試算を示した。2020年に複合施設「都民の城」へのリノベーション計画を公表して以来、未改修案を示すのは初めて。

試算は同日開催したこどもの城跡を含む神宮前5丁目地区のまちづくりについて議論する有識者会議で示した。


現行の計画通り改修して数年または20年程度使用して建て替える場合と、未改修のまま建て替える場合について検討した。解体後の新築費用はいずれの場合も同じと想定し、30～60年間にわたる改修費や解体費、大規模修繕費の総計を比較した。

新築費用を除く60年間のコストは、改修後に短期間使用する場合が最も大きく346億円に膨らむ。これに対し、未改修で建て替えると199億円で済むとした。期間中の二酸化炭素排出量も未改修の場合が最も少なかった。

旧こどもの城に旧青山病院跡地、国連大学、コスモス青山を含めた一帯は都有地で、都は一体再開発を構想している。都は再開発に先立ち、旧こどもの城を都民の城に改修して一時利用する考えだったが、新型コロナウイルスの影響で計画着手が遅れたうえ、現在は酸素・医療提供ステーションとして使用している。

会議に出席した有識者は「総合的にみて未改修のまま建て替える案が最も良さそうに見える」と評価した。約150億円を投じる改修計画を疑問視する声は都議会からも上がっていた。都は有識者らの意見も参考に旧こどもの城の活用方法を最終決定する考えだ。



